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あたらしい選択肢
感謝に満ちあふれる国、日本

元筑紫野市議会議員
衆議院福岡第５選挙区
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浜武しんいち
プロフィール
●昭和40年10月23日生まれ53才
●東京都大田区にて父緑(大工)

母カツヨの長男(三兄弟)として誕生
日佐小→山口小→二日市中
→東福岡高卒業

21才●工業デザイナー契約
21才●久留米大学法学部法律学科

(法哲学専攻)入学
26才●広告デザイン番組制作
27才●久留米大学卒業

政界へ
27才●数学専門塾開講
29才●筑紫野市議選次次点

(６２６票)
33才●筑紫野市議選当選

(１２００票)
37才●筑紫野市議選二選

(１５８１票)
38才●ラジオパーソナリティプロデューサー
39才●衆議院補選(福岡２区)落選

(２８５７票)
41才●筑紫野市議選三選

(１３２８票)
42才●数学専門塾改組、法人化
45才●YouTube数学授業動画配信
45才●筑紫野市長選落選

(３７６４票)
45才●福岡県議選落選  

(５４２２票)
47才●第46回総選挙(福岡５区)落選

(１１２１３票)
現在に至る

家族●妻 弘子(旧姓平山)二人暮らし

浜武しんいちが
提唱する社会

自民党
安倍派

自民党
主流派

社民党

日本
共産党

希望の党
2019.1.1版

浜武しんいち監修
H30.5.8現存する登録政党

理
念
重
視
・
秩
序
維
持

進
取
断
行
・
旧
弊
打
破

個人の尊厳重視
ハト派・脱原発(環境主義)・個人減税

国家の発展優先
タカ派・原発 武器輸出容認・法人減税

日本
維新の会

公明党

希望の党

立憲
民主党

国民
民主党

自由党

産業・教育政策
防衛装備品・原発輸出に頼ら
ない分散ネットワーク型経済へ
家族経営が持続可能な社会
内外法人は大卒の採用者数に

応じた大学運営費負担
家庭だけでなく法人にも

子どもの未来に投資

強い郷土
自由化に耐え、外資支配を撥ね

除ける地方政治力の強化
地方大学から政府要職者

登用の道を拓き、子ども達に
最高の教育と夢を与える。
人を創り、鍛え、強い郷土を

残す

税制改
革・福祉国家

累進課税を以前の税率に戻し
思いやりのある再分配を実施

補助金の整理、簡素な法人税制
年金で入所できる特養施設を
消費増税分で整備。介護離職
ゼロ。長寿安心社会の実現。

明
治
一
五
○
年
は

英
米
へ
の
借
金
の
歴
史

日
本
は
西
洋
化
す
る
た
め
、

江
戸
時
代
末
期
か
ら
外
資
に

借
金
し
、返
済
を
続
け
て
来
た
。

利
率
は
15
％
以
上
。

関
税
自
主
権
回
復
で
入
っ

た
税
金
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
バ

ン
ク（
英
）へ
の
返
済
に
当
て
、

英
米
へ
の
返
済
は
昭
和
61
年

ま
で
及
ん
だ
と
聞
く
。

返
済
で
き
な
い
イ
ン
ド

中
国
は
植
民
地
に

日
本
は
明
治
以
来
、外
資
に

と
っ
て
優
良
投
資
先
で
あ
る
。

そ
れ
は
平
成
の
今
も
変
わ
ら

な
い
。

冷
戦
後
も
体
質
は

明
治
以
来
変
わ
ら
な
い

戦
後
、四
兆
円
の
電
話
代
、

五
兆
円
の
電
気
代（
い
ず
れ
も

80
年
代
初
頭
）を
ベ
ー
ス
に
家

電
、電
機
産
業
が
潤
っ
て
い
た

が
軍
事
費
を
負
い
き
れ
な
く

な
っ
た
米
国
の
都
合
で
自
由
化
。

収
益
基
盤
を
失
っ
た
日
本
企

業
の
外
資
依
存
が
進
ん
だ
。

返
済
時
期
が
来
て
も
元
本

は
返
せ
ず
、借
り
換
え
で
や
り

過
ご
す
。利
益
率
が
高
い
会
社

（
国
）に
な
ら
な
け
れ
ば
た
ち

ま
ち
破
綻
す
る
。

利
益
率
の
高
い
武
器

リ
ス
ク
が
高
い
原
発

治
安
劣
化
を
促
す
カ
ジ
ノ

家
電
、電
機
産
業
の
瓦
解
。

人
口
減
少
、自
動
運
転
に
伴
う

自
動
車
産
業
の
凋
落
が
予
想

さ
れ
る
中
、官
僚
は
音
が
小
さ

い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
潜
水
艦
等
、

武
器（
防
衛
装
備
品
）輸
出
に

活
路
を
見
出
し
た
。

不
調
に
終
わ
っ
た
が
豪
州
の

潜
水
艦
部
隊
の
入
札
額
は
四

兆
四
千
億
円
。函
館
札
幌
間
の

北
海
道
新
幹
線
建
設
費
一
兆

六
千
億
円
を
遥
か
に
凌
ぐ
。

ま
た
、日
米
安
保
に
よ
り
、

米
国
原
子
力
産

業
を
支
え
る
た

め
、原
田
義
昭

環
境
大
臣
は
ト

ル
コ
等
へ
の
原

発
輸
出
を
積
極

的
に
進
め
る（
そ

の
功
績
に
よ
り

雛
壇
二
列
目
）。

更
に
、刑
法
で

禁
じ
ら
れ
て
い
る

賭
場（
カ
ジ
ノ
）

を
解
禁
。
外
国
人
観
光
客
の

お
金
を
呼
込
む
。し
か
し
、カ
ジ

ノ
の
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
が
日
本

に
は
な
く
、胴
元
は
米
国
企
業

に
。ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
の
友
好

の
証
し
だ
そ
う
だ
。

水
道
事
業
、
漁
業
権
も

金
融
商
品
化
す
る
法
律

そ
れ
で
も
団
塊
の
世
代
が

後
期
高
齢
者
と
な
る
頃
、年
金

支
給
が
難
し
く
な
る
程
財
政

は
暗
い
。
そ
こ
で
、
政
権
は
遂

に
日
本
中
を
投
機
対
象
に
す

る
法
律
を
立
て
続
け
に
公
布
。

外
国
人
材
受
入
50
万
人（
当

初
）

鳥
取
県
人
口
は
56
万
人

ま
た
破
綻
し
た
生
産
性
の

低
い
会
社
を
再
建
す
る
た
め

外
資
の
力
を
借
り
る
し
く
み

（
法
律
）を
整
備
。見
返
り
に
高

額
報
酬
、高
配
当
を
認
め
た
。

新
し
い
経
営
陣
は
会
社
名

を
変
え
ず
Ｍ
＆
Ａ
を
実
施
。会

社
も
ろ
と
も
年
功
序
列
、終
身

雇
用
を
な
く
し
た
。

一
方
、低
廉
な
外
国
人
労
働

者
を
使
え
る
よ
う
に
し
、よ
り

高
い
利
益
率
、高
額
配
当
へ
の

魅
力
を
高
め
る
事
が
で
き
た
。

消
費
税
10
％

今
年
10
月
上
が
る
消
費
税
。

こ
れ
で
政
府
の
支
払
能
力

は
担
保
さ
れ
首
相
在
任
中
、外

資
の
引
き
揚
げ
の
心
配
は
遠

の
い
た
。し
か
し
庶
民
の
生
活

（
貯
蓄
）の
改
善
も
遠
の
く
。

address
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本
当
に

「
こ
の
道
し
か
な
い
」の
か

「
アメ
リ
カ
と
やって
行
く
以

外
、他
に
何
が
あ
る
と
言
う

の
だ
」
安
倍
総
理
の
独
白
が

漏
れ
聞
こ
え
る
。

利
益
率
が
高
い
か
ら
と
人
を

殺
め
る
武
器
を
売
り
、自
国
で

最
終
処
分
場
も
作
れ
な
い
原
発

を
海
外
に
売
る（
国
民
の
不
安

は
尽
き
な
い
）。

役
人
は
安
易
な
政
策
選
択

に
満
足
し
思
考
停
止
し
てい
る
。

世
界
は
新
時
代

日
常
が
巨
額
の
富
に

今
、世
界
は
快
適
な
生
活
を

実
現
す
る
智
慧
を
ア
プ
リ（ＡＩ）

化
し
、無
限
複
製
、課
金
回
収
す

る
し
く
み
造
り
に
奔
走
す
る

第
二
の
産
業
革
命
が
進
ん
で

い
る
。

「
こ
こ
は
事
故
が
多
い
」

日
常
の
経
験
値
の
デ
ー
タ

を
集
め
、ア
プ
リ
化
で
き
れ
ば
、

自
動
運
転
、地
図
、保
険
に
使
え
、

世
界
中
に
独
占
販
売
で
き
る
。

そ
の
競
争
を
制
す
る
に
は

心
が
豊
か
な
住
民
が
多
い
国

ほ
ど
有
利
だ
ろ
う
。戦
争
や
抑

圧（
打
ち
込
め
ない
仕
事・問
題

を
抱
え
る
家
庭
・
借
金
）が
多

い
疲
弊
し
た
住
民
か
ら
新
し
い

発
想
は
生
ま
れ
に
く
い
。

昭
和
51
年
に
創
業
し
、時
価

総
額
は
百
兆
円
を
越
え
る

ア
ッ
プ
ル
の
創
業
者
の
一
人

ジ
ョ
ブ
ズ
は
シ
リ
ア
人
留
学
生

の
息
子
。新
天
地
の
環
境
が
発

想
を
育
て
巨
額
の
富
を
生
ん
だ
。

日
本
も
老
若
男
女
、和
や
か

か
つ
健
康
で
、文
化
的（
粋
）に

す
ご
せ
る
国
造
り
を
目
指
す
べ

き
だ
。武
器・原
発
輸
出
や
賭
場

に
頼
ら
な
い
経
済
は
文
化
的
生

活
から
きっと
生
ま
れ
る
は
ず
だ
。

株式時価総額（2018年８月末日現在）
（ニューセブンシスターズ）
グーグル
アップル 合計フェースブック 米国ITトップ５ 約478兆円アマゾン
マイクロソフト
テンセント 中国ITトップ２ 合計
アリババ 約97兆円
（東証一部トップ５）
トヨタ自動車 22.6兆円
ソフトバンクG 11.3兆円 合計NTTドコモ 10.9兆円 62.2兆円三菱ＵＦＪＦG 9.3兆円
ソニー 8.1兆円

2019.03.10



消
費
者
の
力
は

無
視
で
き
な
い

ア
メ
リ
カ
で
は
３
人

に
１
人
の
割
合
で
何
だ

か
の
障
害
を
持
っ
た
子

が
生
ま
れ
て
い
る
。

ゼ
ン
ハ
ニ
カ
ッ
ト
さ
ん

【
右
写
真
】
は
５
年
前
に

我
が
子
の
た
め
に
非
遺

伝

子

組

み

換

え

食

品

（
ノ
ン
Ｇ
Ｍ
Ｏ
）、有
機
栽

培（
無
農
薬
、グ
リ
ホ
サ
ー

ト
＝
除
草
剤
を
使
わ
な
い
）

食
品
を
買
い
求
め
た
。

最
初
は
相
手
に
し
な
い

最
初
は
手
に
入
れ
る

の
は
難
し
く
、
勿
論
大
手

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
も
相
手
に

し
て
く
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
母
親
の
和
は

瞬
く
間
に
広
が
り
、
ノ
ン

Ｇ
Ｍ
Ｏ
表
示
、有
機
栽
培

表
示
の
差
別
化
が
進
み
、

全
米
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
の
店

頭
で
も
扱
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

母
親
た
ち
の
活
動
は
、

ノ
ン
Ｇ
Ｍ
Ｏ
の
食
品
は

あ
る
か
？
有
機
栽
培
食

品
は
あ
る
か
？
と
尋
ね

回
っ
た
事
と
、１
ヶ
月
約

百
ド
ル
を
目
標
に
ノ
ン

Ｇ
Ｍ
Ｏ
表
示
食
品
、
有

機
栽
培
表
示
食
品
を
買

う
事
だ
っ
た
と
言
う
。

今
ア
メ
リ
カ
全
米
麦

生
産
者
協
会
で
は
遺
伝

子
組
み
換
え
小
麦
の
生

産
を
始
め
、
日
本
へ
の
輸

出
を
進
め
る
た
め
の
ロ

ビ
ー
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。

売
れ
残
り
を
日
本
に

全
米
消
費
者
の
厳
し

い
排
除
を
受
け
た
小
麦

が
日
本
に
や
っ
て
く
る
の

だ
。次

は
種

ア
メ
リ
カ
は
種
の
独

占
に
執
着
す
る
。
米
国

モ
ン
サ
ン
ト
社
の
種
は

遺
伝
子
組
み
換
え
で
安

く
て
強
い
。
寡
占
化
し
他

が
淘
汰
さ
れ
た
後
、
高
く

売
る
（
学

習

塾
の
無

料

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
み
た
い
に
）。

国
は
規
制
緩
和
の
名

の
基
に
種
子
法
を
廃
止
。

現
在
、
日
本
は
遺
伝
子

組
み
換
え
農
産
物
承
認

大
国
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
国
産
の

種
、
先
祖
伝
来
の
種
が
資

本
の
原
理
で
排
除
さ
れ

る
（
風
で
交
配
し
て
も
モ
ン

サ
ン
ト
が
権
利
を
主
張
、

訴
訟
さ
れ
る
）。

最
後
の
砦
は

基
礎（
地
方
）自
治
体

国
が
で
き
な
い
な
ら
、

基
礎
自
治
体
、
都
道
府
県

が
外
国
資
本
の
原
理
を

跳
ね
返
す
条
例
を
作
り
、

消
費
者
自
身
が
賢
く
な
る

こ
と
が
最
後
の
防
波
堤

と
な
る
。
米
国
で
は
連
邦

政
府
が
条
約
を
結
ん
で

も
州
法
が
あ
る
。
日
本
も

（
基
礎
自
治
体
）
議
会
の

条
例
制
定
能
力
、
行
政
の

智
慧
が
試
さ
れ
る
。

議
員
、首
長
に
誰
が
な

っ
て
も
い
い
時
代
は
終
わ

っ
た
。

追
記※

第
一
次
安
倍
内
閣
時

に

教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
食
育
が

追
加
さ
れ
た
。
し
か
し
義
務
教
育

に
関
わ
ら
ず
給
食
費
は
自
己
負

担
。
そ
こ
で
、ノ
ン
Ｇ
Ｍ
Ｏ
、
無
農

薬
給
食
実
施
を
提
言
。
国
が
補
助

し

稼

げ
る
農

業

を

振

興
。
種
を

守
る
。
防
衛
装
備
品
よ
り
安
い
。

エ
コ
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
対
策

山
家
・
御
笠
地
区

特
別
委
員
会
主
宰
勉
強
会

平
成
30
年
12
月
16
日
、
筑
紫
野
市

山
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

に
て
福
岡
県
に
許
可
申
請
中
の

ゴ
ミ
焼
却
炉
（
右
記
）
の
勉
強
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

業
者
の
対
応
で

見
え
て
来
た
全
貌

住
民
側
の
田
中
謙
二
弁
護
士
か
ら

内
容
の
検
証
報
告
が
あ
り
、万
が
一

起
き
た
事
故
に
対
し
て
の
保
証
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

福
岡
県
作
成
の
住
民
説
明
会
の

議
事
録
に
は
小
会
社
で
あ
る
エ
コ
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
の
事
故
は
親
会
者
「
環
境

施
設
」
が
責
任
を
取
る
と
小
倉
信
一

氏
は
説
明
し
て
い
ま
し
た
（Y

ou
T
u
b
e

参

照
）。

し
か
し
、
補
償
問
題
は
、
加
入
す
る

損
害
賠
償
責
任
保
険
内
で
対
応
し
、

環
境
施
設
は
保
証
人
に
も
立
た
な
い

と
文
書
回
答
し
て
き
ま
し
た
。

他
方
、
今
回
設
置
す
る
同
規
模
の

タ
ク
マ
製
溶
融
炉
を
み
や
ま
市
、柳
川
市

は
90
億
円
で
購
入
。
エ
コ
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

の
購
入
額
は
ほ
ぼ
半
額
。
作
業
員
も

20
名
以
下
。
他
方
、
タ
ク
マ
は
製
造
物

責
任
を
一
切
取
り
ま
せ
ん
。

原
発
同
様
、
迷
惑
施
設
は

民
間
に
は
酷

福
岡
県
は
ト
イ
レ
が
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン

と
同
じ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
産
業

廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
満
杯
で
県
外

に
持
ち
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
福
岡

県
行
政
の
実
情
で
す
。

他
方
、
福
岡
市
は
一
五○
万
人
の

人
口
を
数
え
、
最
先
端
の
街
を
突
き

進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
内
実
は
、

高
山
博
光
福
岡
市
議
が
「（
筑
紫
野
市

山
神
ダ
ム
の
上
流
に
あ
る
）産
興
の
ゴ
ミ

の
九
割
は
福
岡
市
の
ゴ
ミ
だ
」
と
委
員

会
議
事
録
に
残
し
て
い
ま
す
。

民
間
任
せ
で
な
く
、
政
治
が
あ
ん
こ

の
部
分
か
ら
応
分
の
負
担
を
拠
出
さ

せ
、
し
っ
か
り
し
た
方
策
を
建
て
る
。

政
治
の
無
策
で
事
故
が
起
き
て
は

取
り
返
し
は
つ
き
ま
せ
ん
。

お願い①「突然かかってくる機械音の世論調査」について・・・・ほとんど数秒で切ってしまうこの種の電話調査結果により、政権は霞ヶ関に対して政策変更を命じ、野党は候補者選定まで行ってしまう力を持っています。調査が始まり出すと夜８時過ぎても街宣車を走らせる元衆議院議員もおり、顔の大きい看板を貼り直します
一件の回答が日本を変えます！どうか電話を切らず「浜武しんいち」にお力をお貸し下さい。お願い②私は現職でないからを理由に新聞折込を突然拒否されました。私と妻と友人が配布してます。前回（浜武レポート2016）３万部が配り終えるのは２年半後の初夏でした。お手元に届くのが遅くなる事をご海容願います。

朝
課
外
問
題
の
核
心

福
岡
県
の
公
立
高
校
に

は
朝
課
外
が
あ
り
、
昨
年

の
４
月
選
択
制
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
県
民
か
ら

「
事
実
強
制
だ
」と
の
訴
え
を

聞
き
県
課
長
を
質
す
と
県

議
会
の
答
弁
を
引
き
合

い
に
事
実
は
な
い
と
答
え

「
そ
れ
は
誰
が
言
っ
た
の

か
、
高
校
は
ど
こ
か
」
と
返

さ
れ
た
。

「
朝
課
外
を
止
め
て
下
さ

い
」
。
心
あ
る
先
生
（
匿
名
）

が
学
校
経
営
者
に
嘆
願
さ

れ
た
。
す
る
と
「（
進
学
実
績

が
悪
く
な
っ
た
ら
）責
任
は

君
が
取
る
の
だ
ね
」と
返
さ

れ
た
話
を
思
い
出
し
た
。

中
国
の
十
分
の
一

.

私
は
朝
課
外
の
中
身

が
精
査
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

こ
の
ま
ま
無
く
な
る
の
が

心
配
だ
。

日
本
の
人
口
は
中
国
の

十
分
の
一
。
だ
か
ら
今
の
繁
栄

を
続
け
る
に
は
一
人
の
人
材

も
脱
落
さ
せ
る
訳
に
は
い
か

な
い
。
丁
寧
に
時
間
を
か
け

育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
と
も
な
料
理
が

出
れ
ば
客
は
来
る

少
し
古
い
Ｆ
Ｂ
に
な
る

が
引
用
し
た
い
。

多
く
の
学
校
経
営
の
著

述
が
あ
る
第
一
人
者
田
上

善
浩
先
生
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

事
情
に
詳
し
い
高
坂
翔
輔

氏
の
講
演
を
紹
介
し
た

い
（
左
）
。

ま
と
も
な
料
理
が
出
れ

ば
客
は
来
る
。
朝
課
外
も

中
身
が
良
け
れ
ば
県
議
会

で
糾
さ
れ
る
事
は
な
い
。

福
岡
の
公
立
高
校
に

素
晴
ら
し
い
授
業
あ
り

で
は
、
福
岡
に
は
素
晴

ら
し
い
授
業
を
す
る
先
生

は
い
な
い
の
か
？

そ
れ
は
違
う
。

山
崎
圭
一
先
生
だ（
左
下

）。

先
生
の
転
勤
で
太
宰
府

高
校
の
生
徒
が
世
界
史
を

学
べ
な
く
な
り
動
画
を

配
信
。す
る
と
そ
の
動
画
が

ブ
レ
イ
ク
。
チ
ャ
ン
ネ
ル

登
録
数
３
万
７
千
人
超
。

し
か
し
、
こ
の
道
中
は

平
坦
で
は
な
か
っ
た
。

部
活
・
朝
課
外
、そ
し
て
、

動
画
の
撮
影
。

山
崎
先
生
の
生
徒
へ
の

善
意
は
苦
難
の
連
続
だ
っ

た
。県

教
委
は
助
け
な
か
っ

た
。
県
議
達
も
違
う
も
の

に
目
が
向
い
て
い
た
。

「
う
ち
の
事
務
所
は
そ
ん

な
話
は
聞
い
て
い
な
い
」
。

生
徒
不
在
の
人
事
異
動
。

心
あ
る
先
生
に
陽
が
当
た
ら

な
い
組
織
運
営
。
深
刻
だ
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に

学
び
「
進
取
革
新
」

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
校
長

に
人
事
権
が
あ
り
、
校
長

は
住
民
に
リ
コ
ー
ル
さ
れ

る
緊
張
感
が
あ
る
。
制
度

が
違
う
日
本
だ
と
地
方
議

会
が
そ
の
役
割
を
持
つ
。

授
業
を
動
画
化
す
る
に

は
高
い
技
量
と
勇
気
、
時

間
が
必
要
だ
。
そ
の
よ
う

な
技
量
を
磨
く
先
生
を

一
人
で
も
多
く
育
て
る
に

は
議
会
の
支
援
が
必
要
だ
。

ホ
ン
モ
ノ
を
子
ど
も
達
に

有
権
者
の
責
務

切
り
捨
て
ら
れ
た
生
徒
に

動
画
授
業
を
残
す
先
生
の

奇
策
は
一
条
の
光
を
与
え

て
く
れ
た
。
こ
の
光
の
輪
を

広
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ワ
ク
ワ
ク
す
る
授
業

（
教
育
）
を
子
ど
も
達
に
与

え
、
未
来
を
託
す
。
有
権
者

は
そ
の
環
境
（
学
校
）
を

創
る
責
務
が
あ
る
。

朝
課
外
不
評
の
本
質
を

議
論
し
な
い
で
解
決
を
見

る
の
は
怠
慢
以
外
な
い
。

非
可
視
化
が
福
祉
を
蝕
む

モ
リ
カ
ケ
事
件
、
豊
洲
問
題
。

公
務
員
の
改
ざ
ん
・
隠
蔽
の
た
め

多
く
の
血
税
が
い
と
も
簡
単
に

投
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
多
く

の
国
民
は
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
代
償
は
増
税
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
る
の
で
す
。

福
岡
県
の
惨
状

福
岡
都
市
圏
（
旧
福
岡
一
区
）

で
毎
月
の
年
金
で
入
所
で
き
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
あ
り

ま
せ
ん
。
嘉
麻
市
ま
で
い
か
な
け
れ

ば
な
い
そ
う
で
す（
財
源
の
欠
如
）
。

福
岡
５
区
内
の
あ
る
基
礎
自

治
体
は
、
財
源
が
な
く
、
職
員
定

数
を
削
減
。
福
祉
職
員
は
パ
ン
ク

寸
前
と
聞
き
ま
す
（
人
手
不
足
）
。

Ａ
Ｉ
と
新
福
祉
国
家

Ａ
Ｉ
化
と
は
熟
練
職
員
の
技
能

が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
ア
プ
リ
）
化

さ
れ
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｉ
化
が
進
む

と
職
員
の
数
は
半
減
で
き
る
と

い
い
ま
す
。
福
祉
現
場
は
慢
性
的

人
手
不
足
な
の
で
Ａ
Ｉ
化
で
配
置

転
換
、
福
祉
現
場
に
加
配
す
る

こ
と
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
増
税

の
回
避
）
。

そ
し
て
何
よ
り
可
視
化
が
住

民
の
意
見
、
智
慧
を
集
め
「
カ
イ

ゼ
ン
」
が
進
み
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
道
路
工
事
の

予
定
等
ネ
ッ
ト
で
見
る
事
が
で

き
ま
す
。

北
欧
で
は
納
税
も
ネ
ッ
ト
上

で
計
算
し
て
く
れ
ま
す
。
Ｉ
o
Ｔ

は
便
利
で
コ
ス
ト
と
時
間
、
人
手

を
削
減
す
る
の
で
す
。

最
先
端
に
強
い
職
員
＋
可
視
化

＝
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

左
の
表
を
見
て
下
さ
い
。
69
億

円
の
市
庁
舎
が
59
億
円
で
済
ん

た
話
。
目
に
見
え
る
モ
ノ
で
も
10

億
浮
か
せ
る
の
だ
か
ら
、
目
に
見

え
な
い
「
ア
プ
リ
（
ス
キ
ル
の
塊
）
」

に
ど
ん
な
値
段
が
つ
い
て
も
お

か
し
く
な
い
。
見
抜
け
な
い
。

職
員
に
技
能
が
な
い
と
ア
プ
リ

は
作
れ
ず
、
外
注
に
頼
り
、
業
者

か
ら
「
言
い
値
で
」
福
祉
を
買
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
借
金
（
債
務

負
担
行
為
）
が
増
え
る
の
で
す
。

福
祉
の
充
実
、
人
手
不
足
の
解
決

は
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
が
先
か
、

ロ
ボ
ッ
ト
化
が
先
か
で
は
な
く
、

今
働
い
て
い
る
公
務
員
が
最
先

端
を
勉
強
し
（
外
注
せ
ず
）
、
そ
の

結
果
を
住
民
と
共
有
す
る
可
視

化
を
進
め
る
こ
と
に
あ
る
の
で
す
。

米国では有機栽培野菜、非遺伝子組換食品（NonGMO）の需要が急拡
大している・・・・・・全米に消費者運動を広げたゼンハニカットさん
【右】と山田正彦元農林水産大臣【左】差別化された食品表示【下】

筑紫野市山家地区で一日90トン焼却できる施設に持ち込まれるゴミ
（環境影響調査書より抜粋・情報公開資料）

2017年末、半蔵門にてイタリア五つ星運動を繰り広げたリカルド下院議員【中】
現在はイタリアの国務大臣に。政治家のきっかけは、自宅そばにできるゴミ焼却
施設反対運動からと聞き早速意見交換。左は山田正彦元農水大臣【撮影は筆者】

のり弁は豊洲だけの話ではない・・・「筑紫野市庁舎建設設計・施行一括発注プロボーザル
審査結果報告書より」より抜粋。「本来公募は公開であるにもかかわらず業者名が秘匿されて
いる。これは公募とは言えない(識者)」執行部を質すと「10 億安く済んだからいいじゃないか」。
69 億円が 59 億円で話は済むのか？最初の値札は何だったのか？黒墨に隠れた深層は如何に。

賢
い
住
民
 最
高
の
教
育
・
福
祉
 外
資
に
打
ち
勝
つ

消
費
者
が
社
会
を
動
か
す

子
ど
も
達
に
優
れ
た
先
生
を
　
基
礎
自
治
体
の
進
取
革
新
で
福
祉
充
実


